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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイのローカルIPアクセス接続プロ
セスに応用される、通信方法であって、
　無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウエイは、端末から送信されたサービ
ス要求メッセージを受信した後に、前記サービス要求メッセージが呼び出し応答であるこ
とを判断し、初期ユーザ装置メッセージを移動管理エンティティに送信し、且つ前記初期
ユーザ装置メッセージで前記サービス要求メッセージが有効であることを通知することを
含み、
サービス要求メッセージが有効であることを通知する方法が、
　端末から開始されたデータ又はシグナルを表す理由値とするデータ又はシグナルを初期
ユーザ装置メッセージにキャリアすること、又は、
　サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージ
であることを表す理由値を初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることを含み、呼び出
し応答メッセージが無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイに対する呼び
出しの応答であることを特徴とする前記通信方法。
【請求項２】
　理由値が、
　無線リソース制御確立理由と、
　インディケーション又はサービスタイプと、
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　既存のメッセージフォーマットを拡張することで追加された新セルとの少なくとも１つ
に含まれることを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　サービス要求メッセージが呼び出し応答メッセージであることを判断する前に、
　呼び出し待ちタイマーを停止させることを更に含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　判断方法が、
　呼び出し待ちタイマーが存在する場合又は無線側ネットワーク要素が所定期間内に呼び
出しメッセージを開始する場合、サービス要求メッセージが呼び出し応答であることを確
定することを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　サービス要求メッセージが呼び出し応答ではないことを判断する場合、初期ユーザ装置
メッセージで理由値を修正しないことを確定することを更に含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　移動管理エンティティが、
　移動管理ユニット、モバイル交換センター、サービングGPRSサポートノードのいずれか
１つを含み、
　無線側ネットワーク要素が、
　基地局、家庭用基地局、無線ネットワークコントローラ、ローカルゲートウェイのいず
れかの１つを含むことを特徴とする
　請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ローカルゲートウェイが、
　ローカルサービングゲートウェイとローカルパケットデータネットワークゲートウェイ
、ローカルパケットデータネットワークゲートウェイ、ローカルサービングGPRSサポート
ノードとローカルゲートウェイGPRSサポートノード、ローカルゲートウェイGPRSサポート
ノード、データ分散機能エンティティのいずれかの１つを含むことを特徴とする
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ローカルIPアクセス接続が、
　ユーザローカルネットワークへのローカルIPアクセス、会社ローカルネットワークへの
ローカルIPアクセス、インターネットへのローカルIPアクセス、インターネットサービス
の分散動作、特定IPデータ分散のいずれかの１つを含むことを特徴とする
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　端末からのサービス要求メッセージを受信することに用いられる受信モジュールと、
　前記サービス要求メッセージが呼び出し応答メッセージであることを判断した場合、送
信モジュールに通知することに用いられる判断モジュールと、
　前記判断モジュールからの通知に応じて、前記サービス要求メッセージが有効であるこ
とを通知するための初期ユーザ装置メッセージを移動管理エンティティに送信することに
用いられる送信モジュールとを含み、
サービス要求メッセージが有効であることを通知する方法が、
　端末から開始されたデータ又はシグナルを表す理由値とするデータ又はシグナルを初期
ユーザ装置メッセージにキャリアすること、又は、
　サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージ
であることを表す理由値を初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることを含み、呼び出
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し応答メッセージが無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイに対する呼び
出しの応答である通信装置。
【請求項１０】
　送信モジュールが、
　端末から開始されたデータ又はシグナルを表す理由値とするデータ又はシグナルを初期
ユーザ装置メッセージにキャリアすることに用いられる第１キャリアサブモジュールと、
　サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージ
であることを表す理由値を前記初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることに用いられ
る第２キャリアサブモジュールとを含むことを特徴とする
　請求項９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、状態遷移方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnership Project：3GPP
）進化したパケットシステム（Evolved Packet System：EPS）は進化型ユニバーサル地上
無線アクセスネットワーク（Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network：E-
UTRAN）、移動管理エンティティ（Mobility Management Entity：MME）、サービングゲー
トウェイ（Serving Gateway：S-GW）、パケットデータネットワークゲートウェイ（Packe
t Data Network Gateway：P-GW）、ホーム加入者サーバ（Home Subscriber Server：HSS
）、3GPPの認証、認可及びアカウンティング（Authentication、Authorization and Acco
unting：AAA）サーバ、ポリシー及び課金ルール機能（Policy and Charging Rules Funct
ion：PCRF）エンティティ及び他のサポートノードから構成される。
【０００３】
　図1は、関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図である。図1に示すように
、移動管理エンティティは、モビリティ管理、非アクセス階層シグナルの処理とユーザ移
動管理コンテキストの管理等との制御プレーンの関連作業を担う。S-GWは、E-UTRANと接
続されるアクセスゲートウェイ装置であり、E-UTRANとP-GWとの間にデータを転送し、そ
して呼び出し待ちデータに対するキャッシュとして利用することを担う。P-GWは、EPSと
パケットデータネットワーク（Packet Data Network：PDN）とのボーダーゲートウェイで
あり、PDNのアクセス及びEPSとPDNとの間のデータの転送等の機能を担う。S-GWとP-GWは
、共にコアネットワークゲートウェイに属する。
【０００４】
　家庭用基地局は、小型、低消費電力の基地局であり、家庭及びオフィス等の室内場所に
設定され、主な役割は、より高いサービス速度をユーザに提供し、且つ高速サービスに必
要な消耗を低減し、同時に既存の分散型セルラー無線通信システムのカバレッジ不足を補
うように機能する。家庭用基地局のメリットは、実用、便利、低消費電力出力、プラグア
ンドプレイなどである。家庭用基地局システムにおいて、家庭用基地局は、無線側ネット
ワーク要素である。
【０００５】
　図２は、関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図二である。図２に示すよ
うに、家庭用基地局は、家庭用基地局ゲートウェイというロジックエレメントを介して、
コアネットワークにアクセスすることができ、コアネットワークに直接に接続することも
できる（図１に示すように）、ここで、家庭用基地局ゲートウェイの主な機能は、家庭用
基地局のセキュリティ検証、家庭用基地局の登録処理、家庭用基地局に対する運営・保守
及び管理、事業者の要求に応じて家庭用基地局の構成及び制御、コアネットワークと家庭
用基地局とのデータ交換を担うように機能する。
【０００６】
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　モバイルコアネットワークへのアクセスをサポートすることだけではなく、モバイル通
信システム（家庭用基地局システムを含む）は、ローカルIPアクセス機能をさらにサポー
トしてよい、無線側ネットワーク要素がローカルIPアクセス機能を有する及びユーザによ
りローカルIPアクセスを許可するように契約する場合、端末により家庭用ネットワークに
おける他のIP装置又はインターネットに対するローカルアクセスを実現できる。
【０００７】
　ローカルIPアクセスの実現には、複数種類の接続確立方式を採用してよい。接続を１つ
確立することで、コアネットワークアクセス及びローカルIPのアクセス機能を同時に実現
でき（図１と図２に示すように）、この時、無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲ
ートウェイにローカルゲートウェイの機能を追加する必要がない。
【０００８】
　図３は、関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図三である。図３に示すよ
うに、上記ローカルIPアクセスの実現は、ローカルIPアクセス技術に効果的なサポートを
提供するために、ローカルゲートウェイを追加でき、ローカルゲートウェイは、ローカル
から外部ネットワーク（例えばInternet）へアクセスするゲートウェイとして、アドレス
割り当て、課金、パケットフィルタリング、ポリシー制御、データ分散機能、NAS/S1-AP/
無線アクセスネットワークアプリケーションパート（Radios Access Network Applicatio
n Part：RANAP）/汎用トンネリングプロトコル（General Tunneling Protocol：GTP）/プ
ロキシー・モバイルIP（Proxy Mobile IP：PMIP）/モバイルIPプロトコル（Mobile IP：M
IP）メッセージ解析、ネットワークアドレス変換（Network Address Translation：NAT）
、ローカルIPアクセスポリシーのルーティングと実行等の機能を提供する。ローカルゲー
トウェイは、無線側ネットワーク要素と組み合わせて設定されてよい。
【０００９】
　図４は、関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図四である。図５は、関連
技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図五である。家庭用基地局ゲートウェイが
存在する場合、ローカルゲートウェイは、家庭用基地局と組み合わせて設定されることだ
けではなく（図４に示すように）、家庭用基地局ゲートウェイと組み合わせて設定されて
もよい（図５に示すように）。
【００１０】
　ここで、ローカルゲートウェイは、ローカルサービングゲートウェイ（Local SGW：L-S
GW）とローカルパケットデータネットワークゲートウェイ（Local PGW：L-PGW）であって
よい、単独のL-PGWであってもよい、データ分散機能エンティティであってもよい。また
、家庭用基地局ゲートウェイは、家庭用基地局と組み合わせて設定されてよい。
【００１１】
　ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（Universal Terrestrial Radio Access N
etwork：UTRAN）システムでは、コアネットワークゲートウェイは、サービングGPRSサポ
ートノード（Serving GPRS Support Node：SGSN）、ゲートウェイGPRSサポートノード（G
ateway GPRS Support Node：GGSN）であってよい。ローカルゲートウェイは、ローカルGG
SN（Local GGSN：L-GGSN）とローカルSGSN（Local SGSN：L-SGSN）であってよい、単独の
L-GGSNであってもよい。
【００１２】
　ロング・ターム・エボリューション（Long Term Evolution：LTE）モバイル通信ネット
ワークアーキテクチャを例として、図６は、関連技術に係る図１における無線通信システ
ムに基づくローカルIPアクセスとコアネットワーク接続とのデータストリームを示す図一
である。図６に示すように、図６は、図１の無線通信システムにおけるローカルIPアクセ
スとコアネットワーク接続を示すデータストリームを表す。図７は、関連技術に係る図２
における無線通信システムに基づくローカルIPアクセスとコアネットワーク接続とのデー
タストリームを示す図二である。図７に示すように、図７は、図３の無線通信システムに
おけるローカルIPアクセスとコアネットワーク接続を示すデータストリームを表す。
【００１３】
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　図８は、関連技術に係る無線側ネットワーク要素呼び出し端末のインタラクションフロ
ーチャートである。図８に示すように、図３のシステムアーキテクチャ、ローカルアクセ
スゲートウェイがL-SGW又は/及びL-PGWである場合に応じて、以下のステップＳ８０２～
ステップＳ８０８を含む。
　ステップＳ８０２：端末は、無線通信システムにアクセスした後、ローカルIPアクセス
接続とコアネットワーク接続を備え、その後、アイドル状態に進んでいる。
　ステップＳ８０４：ローカルIP接続のダウンリンクデータは、無線側ネットワーク要素
/ローカルゲートウェイに到達する。
　ステップＳ８０６：無線側ネットワーク要素は、呼び出しメッセージを端末に送信する
。
　ステップＳ８０８：無線側ネットワーク要素は、呼び出し待ちタイマーを設定する。
【００１４】
　図９は、関連技術に係るアイドル状態から接続状態に遷移する端末のサービス要求プロ
セスのインタラクションフローチャートである。図９に示すように、図９は、以下のステ
ップＳ９０２～ステップＳ９１２を含む。
　ステップＳ９０２：端末は、無線通信システムにアクセスした後、ローカルIPアクセス
接続とコアネットワーク接続を備え、その後、アイドル状態に進んでいる。
　ステップＳ９０４：端末は、無線側ネットワーク要素を介してサービス要求メッセージ
を移動管理エンティティに送信する。
　ステップＳ９０６：NAS認証プロセスを実行する；本ステップは選択可能である。
　ステップＳ９０８：移動管理エンティティは、初期コンテキスト確立要求メッセージを
無線側ネットワーク要素に送信する。
　ステップＳ９１０：無線側ネットワーク要素は、無線ベアラ（radio bearer）確立プロ
セスを実行する。
　ステップＳ９１２：無線側ネットワーク要素は、初期コンテキスト確立完了メッセージ
を移動管理エンティティに応答する。
【００１５】
　上記プロセスによれば、ステップＳ８０８において呼び出し待ちタイマーを設定するが
、図９においてタイマーを削除するトリガー条件を示さない。同時に、サービス要求メッ
セージ（ステップＳ９０４）が無線側ネットワーク要素からの呼び出し（ステップＳ８０
６）によってトリガーされる場合、端末から送信されたサービス要求メッセージによって
キャリアされる理由は、呼び出し応答である。移動管理エンティティは、呼び出しメッセ
ージを送信していない場合、当該サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素の呼
び出し（ステップＳ８０６）によってトリガーされたか、それとも異常メッセージに属す
るかを区別できない。これによって、当該理由値の意味が明確ではないことによって、移
動管理エンティティが正確に判断して対応する処理動作を行うことができないことをもた
らす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　移動管理エンティティにより、端末から送信されたメッセージが呼び出し応答である理
由値をキャリアするサービス要求メッセージであるか、それとも異常メッセージであるか
を区別できない結果、移動管理エンティティが正確に判断して対応する処理動作を行うこ
とができない課題を解決するために、本発明は、状態遷移方法及び装置を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を実現するために、本発明の技術的方案は、以下のように実現される。
　無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイのローカルIPアクセス接続プロ
セスに応用する状態遷移方法は、
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　端末から送信されたサービス要求メッセージを受信した後、前記サービス要求メッセー
ジが呼び出し応答であることを判断して、初期ユーザ装置メッセージを移動管理エンティ
ティに送信し、且つ前記初期ユーザ装置メッセージで前記サービス要求メッセージが有効
であることを通知することを含む。
【００１８】
　前記サービス要求メッセージが有効であることを通知する方法は、
　前記端末から開始されたデータ又はシグナルを表す理由値とするデータ又はシグナルを
前記初期ユーザ装置メッセージにキャリアすること、又は、
　サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージ
であることを表す理由値を前記初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることを含み、前
記呼び出し応答メッセージが前記無線側ネットワーク要素又は前記家庭用基地局ゲートウ
ェイに対する呼び出しの応答である。
【００１９】
　前記理由値は、
　無線リソース制御確立理由と、
　インディケーション又はサービスタイプと、
　既存のメッセージフォーマットを拡張することで追加された新セルとの少なくとも１つ
に含まれる。
　前記サービス要求メッセージが前記呼び出し応答メッセージであることを判断する前に
、当該方法は、呼び出し待ちタイマーを停止させることを更に含む。
【００２０】
　前記判断方法は、
　呼び出し待ちタイマーが存在する場合又は前記無線側ネットワーク要素が所定期間内に
呼び出しメッセージを開始する場合、前記サービス要求メッセージが呼び出し応答である
ことを確定する。
　当該方法は、
　前記サービス要求メッセージが呼び出し応答ではないことを判断する場合、前記初期ユ
ーザ装置メッセージで理由値を修正しないことを確定することを更に含む。
　前記移動管理エンティティは、
　移動管理ユニット、モバイル交換センター、サービングGPRSサポートノードのいずれか
の１つを含む。
【００２１】
　前記無線側ネットワーク要素は、
　基地局、家庭用基地局、無線ネットワークコントローラ、ローカルゲートウェイのいず
れかの１つを含む。
　前記ローカルゲートウェイは、
　ローカルサービングゲートウェイとローカルパケットデータネットワークゲートウェイ
、ローカルパケットデータネットワークゲートウェイ、ローカルサービングGPRSサポート
ノードとローカルゲートウェイGPRSサポートノード、ローカルゲートウェイGPRSサポート
ノード、データ分散機能エンティティのいずれかの１つを含む。
【００２２】
　前記ローカルIPアクセス接続は、
　ユーザローカルネットワークへのローカルIPアクセス、会社ローカルネットワークへの
ローカルIPアクセス、インターネットへのローカルIPアクセス、インターネットサービス
の分散動作、特定IPデータ分散のいずれかの１つを含む。
　状態遷移装置は、
　端末からのサービス要求メッセージを受信することに用いられる受信モジュールと、
　前記サービス要求メッセージが前記呼び出し応答メッセージであることを判断した場合
、前記送信モジュールに通知することに用いられる判断モジュールと、
　前記判断モジュールからの通知に応じて、前記サービス要求メッセージが有効であるこ
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とを通知するための初期ユーザ装置メッセージを移動管理エンティティに送信することに
用いられる送信モジュールとを含む。
【００２３】
　前記送信モジュールは、
　前記端末から開始されデータ又はシグナリングを表す理由値とするデータ又はシグナル
を前記初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることに用いられる第１キャリアサブモジ
ュールと、
　サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージ
であることを表す理由値を前記初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることに用いられ
る第２キャリアサブモジュールとを含む。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、サービス要求メッセージを採用して呼び出し待ちタイマーを停止する
ように無線側ネットワーク要素をトリガーし、且つ無線側ネットワーク要素又は家庭用基
地局ゲートウェイにより正確な理由値を移動管理エンティティに通知することで、移動管
理エンティティが、端末から送信されたメッセージが呼び出し応答である理由値をキャリ
アするサービス要求メッセージであるか、それとも異常メッセージであるかを区別できな
い、それに、移動管理エンティティが正確に判断して対応する処理動作を行うことができ
ない課題を解決し、さらにモバイル通信システムの処理効率を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図一である。
【図２】関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図二である。
【図３】関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図三である。
【図４】関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図四である。
【図５】関連技術に係るEPSシステムアーキテクチャを示す図五である。
【図６】関連技術に係る図１における無線通信システムに基づくローカルIPアクセスとコ
アネットワーク接続のデータストリームを示す図一である。
【図７】関連技術に係る図２における無線通信システムに基づくローカルIPアクセスとコ
アネットワーク接続のデータストリームを示す図二である。
【００２６】
【図８】関連技術に係る無線側ネットワーク要素呼び出し端末のインタラクションフロー
チャートである。
【図９】関連技術に係るアイドル状態から接続状態に遷移する端末のサービス要求プロセ
スのインタラクションフローチャートである。
【図１０】本発明の実施形態に係る状態遷移方法のフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態に係るE-UTRANシステムに基づく端末により、アイドル状態
から接続状態に遷移する時のサービス要求プロセスのインタラクションフローチャートで
ある。
【図１２】本発明の実施形態に係るUTRANシステムに基づく端末により、アイドル状態か
ら接続状態に遷移する時のサービス要求プロセスのインタラクションフローチャートであ
る。
【図１３】本発明の実施形態に係る状態遷移装置の構造ブロック図である。
【図１４】本発明の実施形態に係る状態遷移装置の好ましい構造ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　ここで説明する図面は、本発明に対する更なる理解を提供することに用いられ、本願の
一部を構成し、本発明の例示的な実施形態及びその説明は、本発明の理解に用いられ、本
発明に対する不当限定を構成するものではない。関連技術において移動管理エンティティ
が、端末から送信されたメッセージが呼び出し応答である理由値をキャリアするサービス
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要求メッセージであるか、それとも異常メッセージであるかを区別できないため、移動管
理エンティティが正確に判断して対応する処理動作を行うことができない課題を考慮して
、移動管理エンティティが正確に判断して対応するロジック処理を行うことができない課
題を解決し、さらにモバイル通信システムの処理効率を向上させるために、本発明は、無
線側ネットワーク要素が、端末から送信されたサービス要求メッセージを受信した後、サ
ービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイに対する
呼び出しの応答メッセージであることを判断して、初期ユーザ装置メッセージを移動管理
エンティティに送信し、且つ初期ユーザ装置メッセージでサービス要求メッセージが有効
であることを通知する、状態遷移方法を提供する。
　なお、矛盾しない限り、本願における実施形態及び実施形態中の特徴は、互いに組み合
わせることができる。以下、図面を参考しながら実施形態を合わせて本発明を詳細に説明
する。
【００２８】
　本発明の実施形態によれば、状態遷移方法を提供する。図１０は、本発明の実施形態に
係る状態遷移方法のフローチャートである。図１０に示すように、以下のようなステップ
Ｓ１００２～ステップＳ１００４を含む。
　ステップＳ１００２では、無線側ネットワーク要素は、端末から送信されたサービス要
求メッセージを受信した後、サービス要求メッセージが呼び出し応答メッセージ（即ち、
本無線側ネットワーク要素又は前記家庭用基地局ゲートウェイ呼び出しによってトリガー
されたサービス要求）であることを判断する。
【００２９】
　ここで、呼び出し待ちタイマーが存在する場合又は無線側ネットワーク要素が所定期間
内に呼び出しメッセージを開始する場合、サービス要求メッセージが呼び出し応答メッセ
ージ（ここで、前記所定期間が無線側ネットワーク要素よって予め設定され期間である。
）であることを判断するように、サービス要求メッセージを受信した後、且つサービス要
求メッセージが呼び出し応答メッセージであることを判断する前に、無線側ネットワーク
要素が呼び出し待ちタイマーを停止させる必要がある。
　更に、無線側ネットワーク要素は、基地局、家庭用基地局、無線ネットワークコントロ
ーラ、ローカルゲートウェイであってよい。移動管理エンティティは、MME、モバイル交
換センター、SGSNであってよい。ローカルゲートウェイは、L-SGWとL-PGWであってよい、
単独のL-PGWであってよい、データ分散機能エンティティであってもよい。
【００３０】
　ステップＳ１００４では、判断結果が肯定である場合、初期ユーザ装置メッセージを移
動管理エンティティに送信し、且つ初期ユーザ装置メッセージでサービス要求メッセージ
が有効であることを通知する。
　そして、判断結果が否定である場合、初期ユーザ装置メッセージに当該通知は含まれな
い、即ちＳ１００２の理由値を追加しない又は修正しない。
　具体的には、初期ユーザ装置メッセージでサービス要求メッセージが有効であることを
通知することは、初期ユーザ装置メッセージにおいて、端末から送信されるデータ又はシ
グナルを表す理由値とするデータ又はシグナルをキャリアすること、又は、初期ユーザ装
置メッセージにおいて、当該サービス要求メッセージが無線側ネットワーク要素に対する
呼び出しの応答メッセージ（即ち、無線側ネットワーク要素の呼び出し応答）であること
を表す理由値をキャリアすることを含む。
【００３１】
　ここで、上記理由値は、無線リソース制御確立理由（Radio Resource Control Establi
shment Cause：RRC Establishment Cause）又は理由（cause）又はインディケーション（
 indication）又は、サービスタイプ（service type）又は既存のメッセージを拡張して
新セルを追加することを介して、キャリアされる。例えば、無線リソース制御確立理由（
RRC Establishment Cause）又は理由（cause）又はインディケーション（indication）又
はサービスタイプ又は既存のメッセージを拡張して追加された新セルをデータ又はシグナ
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リングとする場合、理由値とするデータ又はシグナルをキャリアすることを表す。
　ここで、前記移動管理エンティティは、移動管理ユニット、モバイル交換センター（Mo
bile Switching Centre：MSC）、サービングGPRSサポートノードを含む。無線側ネットワ
ーク要素は、基地局、家庭用基地局、無線ネットワークコントローラ（Radio Network Co
ntroller：REN）、ローカルゲートウェイを含む。ローカルゲートウェイは、L-SGWとL-PG
W、L-PGW、L-GGSNとL-SGSN、L-GGSNを含む。前記ローカルIPアクセス接続は、ユーザロー
カルネットワークへのローカルIPアクセス、会社ローカルネットワークへのローカルIPア
クセス、インターネットへのローカルIPアクセス、インターネットサービスの分散動作、
特定IPデータ分散を含む。
　以下、実例を合わせて本発明の実施形態の実現プロセスを詳細に説明する。
【実施例１】
【００３２】
　図１１は、本発明の実施形態に係るE-UTRANシステムに基づく端末により、アイドル状
態から接続状態に遷移する時のサービス要求プロセスのインタラクションフローチャート
であり、本実施形態は、図３のシステムアーキテクチャ、ローカルゲートウェイがL-SGW
又は/及びL-PGWである場合に基づいて、図１１に示すように、以下のステップＳ１１０２
～ステップＳ１１１６を含む。
　ステップＳ１１０２では、端末は、無線通信システムにアクセスした後、ローカルIPア
クセス接続とコアネットワーク接続とを備え、その後、アイドル状態に進んでいる。
　ステップＳ１１０４では、端末は、サービス要求メッセージを無線側ネットワーク要素
に送信する（即ち、前記ステップＳ１００２）。
　ステップＳ１１０６では、無線側ネットワーク要素は、呼び出し待ちタイマーを停止さ
せる。
　ステップＳ１１０８では、無線側ネットワーク要素は、初期ユーザ装置メッセージを移
動管理エンティティに送信する。
【００３３】
　無線側ネットワーク要素が、当該無線側ネットワーク要素の呼び出しによるトリガーさ
れたサービス要求であることを検出する場合、理由値とするデータ又はシグナル（当該理
由値が端末から送信されたデータ又はシグナルを表す）を当該メッセージにキャリアし、
又は、無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウェイの呼び出しの応答であるこ
とを検出する場合、移動管理エンティティが当該理由値に応じて当該サービス要求メッセ
ージが有効であることを確定することは便利になる。ここで、ローカルIPアクセスのダウ
ンリンクデータは、無線側ネットワーク要素により開始された、端末への呼び出しである
。そうでないと、無線側ネットワーク要素は、当該理由値を移動管理エンティティに通知
する必要がない（即ち、前記ステップＳ１００４）。
【００３４】
　ここで、前記理由値は、無線リソース制御確立理由（RRC Establishment Cause）又は
理由（cause）又はインディケーション（indication）又はサービスタイプ（service typ
e）又は既存のメッセージを拡張して新セルを追加することを介して、キャリアされる。
例えば、無線リソース制御確立理由（RRC Establishment Cause）又は理由（cause）又は
インディケーション（indication）又はサービスタイプ（service type）又は既存のメッ
セージを拡張して追加された新セルをデータ又はシグナリングとする場合、理由値とする
データ又はシグナルをキャリアすることを表す。
　ここで、前記無線側ネットワーク要素の呼び出しによってトリガーされたサービス要求
を判断する方法は、無線側ネットワーク要素に呼び出し待ちタイマーが存在する又は所定
期間内に無線側ネットワークが呼び出しメッセージを開始する。
【００３５】
　ステップＳ１１１０では、非アクセス層（Non-Access-Stratum：NAS）認証（authentic
ation）プロセスである；本ステップは選択可能である。
　ステップＳ１１１２では、移動管理エンティティは、初期コンテキスト確立要求メッセ
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ージを無線側ネットワーク要素に送信する。
　ステップＳ１１１４では、無線側ネットワーク要素は、無線ベアラを確立する。
　ステップＳ１１１６では、無線側ネットワーク要素は、初期コンテキスト確立完了メッ
セージを移動管理エンティティに送信する。
【実施例２】
【００３６】
　図１２は、本発明の実施形態に係るUTRANシステムに基づく端末により、アイドル状態
から接続状態に遷移する時のサービス要求プロセスのインタラクションフローチャートで
あり、本実施形態は、図２ａのシステムアーキテクチャ、ローカルゲートウェイがL-GGSN
である場合、図１２に示すように、以下のステップＳ１２０２～ステップＳ１２１６を含
む。
　ステップＳ１２０２では、端末は、無線通信システムにアクセスした後、ローカルIPア
クセス接続とコアネットワーク接続とを備え、その後、アイドル状態に進んでいる。
　ステップＳ１２０４では、端末は、サービス要求メッセージを無線側ネットワーク要素
に送信し、サービスタイプをメッセージにキャリアする（即ち、前記ステップＳ１００２
）。
　ステップＳ１２０６では、無線側ネットワーク要素は、呼び出し待ちタイマーを停止さ
せる。
　ステップＳ１２０８では、無線側ネットワーク要素は、初期ユーザ装置メッセージを移
動管理エンティティに送信する。
【００３７】
　無線側ネットワーク要素が当該無線側ネットワーク要素の呼び出しによってトリガーさ
れたサービス要求であることを検出する場合、当該メッセージにおいて、理由値とするデ
ータ又はシグナル（当該理由値が端末から送信されたデータ又はシグナルを表す）をキャ
リアし、又は、移動管理エンティティが当該理由値に応じて当該サービス要求メッセージ
が有効であることを確定するように、無線側ネットワーク要素又は家庭用基地局ゲートウ
ェイの呼び出しの応答である。ここで、ローカルIPアクセスのダウンリンクデータは、無
線側ネットワーク要素によって開始された、端末に対する呼び出しである。そうでないと
、無線側ネットワークは、当該理由値を移動管理エンティティに通知する必要がない（即
ち、前記ステップＳ１００４）。
【００３８】
　ここで、前記理由値は、無線リソース制御確立理由（RRC Establishment Cause）又は
理由（cause）又はインディケーション（indication）又はサービスタイプ（service typ
e）又は既存のメッセージを拡張して新セルを追加することを介して、キャリアされる。
例えば、無線リソース制御確立理由（RRC Establishment Cause）又は理由（cause）又は
インディケーション（indication）又はサービスタイプ（service type）又は既存のメッ
セージを拡張して追加された新セルをデータ又はシグナリングとする場合、理由値とする
データ又はシグナルをキャリアすることを表す。
　ここで、前記無線側ネットワーク要素の呼び出しによってトリガーされたサービス要求
を判断する方法は、無線側ネットワーク要素に呼び出し待ちタイマーが存在する又は所定
期間内に無線側ネットワークが呼び出しメッセージを送信する。
【００３９】
　ステップＳ１２１０では、移動管理エンティティは、安全機能を実行する；本ステップ
は選択可能である。
　ステップＳ１２１２では、ステップＳ１２０８でキャリアされる理由値がデータである
場合、移動管理エンティティは、無線アクセスベアラ割り当て要求メッセージを無線側ネ
ットワーク要素に送信する。
　ステップＳ１２１４では、無線側ネットワーク要素は、無線ベアラを確立する。
　ステップＳ１２１６では、無線側ネットワーク要素は、無線アクセスベアラ割り当て応
答メッセージを移動管理エンティティに送信する。
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【００４０】
　簡単に説明するために、基地局又は家庭用基地局又はRNC又は家庭用基地局ゲートウェ
イが、ローカルゲートウェイと別に設定される又は組み合わせて設定される場合、図１１
のＳ１１０６とＳ１１０８における無線側ネットワーク要素が具体的にローカルゲートウ
ェイを指し、且つＳ１１０４以降、基地局又は家庭用基地局がサービス要求メッセージを
ローカルゲートウェイに送信すること以外、呼び出しタイマー管理、移動管理エンティテ
ィによって送信されたメッセージに理由をキャリアする処理及び移動管理エンティティに
よりサービス要求メッセージに対する区別方法は、前記実施形態図１１と類似し、本発明
を説明することに影響を与えないから、繰り返して述べない。
【００４１】
　簡単に説明するために、基地局又は家庭用基地局又はRNC又は家庭用基地局ゲートウェ
イがローカルゲートウェイと別に設定される又は組み合わせて設定される場合、図１２の
Ｓ１２０６とＳ１２０８における無線側ネットワーク要素が具体的にローカルゲートウェ
イを指し、且つＳ１２０４以降、基地局又は家庭用基地局又はRNCがサービス要求メッセ
ージをローカルゲートウェイに送信すること以外、呼び出しタイマー管理、移動管理エン
ティティによって送信されたメッセージに理由をキャリアする処理及び移動管理エンティ
ティによりサービス要求メッセージに対する区別方法は、前記実施形態における図１２と
類似し、本発明を説明することに影響を与えないから、繰り返して述べない。
【００４２】
　また、基地局又は家庭用基地局又はRNC又は家庭用基地局ゲートウェイがローカルゲー
トウェイと組み合わせて設定される場合、当該組み合わせて設定されるネットワーク要素
は、無線側ネットワーク要素であってよい。当該場合に、呼び出しタイマー管理、移動管
理エンティティへの送信されたメッセージに理由をキャリアする処理及び移動管理エンテ
ィティによりサービス要求メッセージに対する区別方法は、前記実施形態と類似し、本発
明を説明することに影響を与えないから、繰り返して述べない。
【００４３】
　簡単に説明するために、以上の実施形態には、図３の場合のみを例としてローカルIPア
クセス接続の管理方式を説明する。図１、図２、図４、図５に係るシステムの場合、呼び
出しタイマー管理及び移動管理エンティティによりサービス要求メッセージに対する区別
方法は、前記実施形態と類似し、本発明を説明することに影響を与えないから、繰り返し
て述べない。
　無線側ネットワーク要素は、基地局、家庭用基地局、RNC、ローカルゲートウェイであ
ってよい。移動管理エンティティは、MME、MSC、SGSNであってよい。ローカルゲートウェ
イは、L-SGWとL-PGWであってよい、単独のL-PGWであってよい、L-GGSNとL-SGSNであって
よい、単独のL-GGSNであってよい、データ分散機能エンティティであってもよい。
【００４４】
　ローカルIPアクセスの無線側ネットワーク要素は、ローカルゲートウェイアドレスと同
じであってよい。
　ローカルIPアクセス接続は、ユーザローカルネットワークへのローカルIPアクセス、会
社ローカルネットワークへのローカルIPアクセス、インターネットへのローカルIPアクセ
ス、インターネットサービスの分散動作、特定IPデータ分散であってよい。
　本発明の実施形態は、ローカルIPアクセスでの場合、呼び出しタイマー管理及び移動管
理エンティティによりサービス要求メッセージに対する区別方法を解決するために、端末
によりアイドル状態から接続状態に遷移する処理方法を提供する。
　なお、図面のフローチャートに示すステップは、例えば計算装置で実行可能のプログラ
ムコードで実現でき、そして、フローチャートに論理順序を示したが、ある場合で、これ
と異なる順序で、示した又は説明したステップを実行することができる。
【００４５】
　本発明の実施形態によれば、前記状態遷移方法の実現に用いられる状態遷移装置が提供
される。図１３は、本発明の実施形態に係る状態遷移装置の構造ブロック図である。図１
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３に示すように、当該装置は、受信モジュール１３０１、判断モジュール１３０２、送信
モジュール１３０３を含む。以下、前記構造を詳細に説明する。
　受信モジュール１３０１は、端末から送信されたサービス要求メッセージを受信するこ
とに用いられる。判断モジュール１３０２は、受信モジュール１３０１に接続され、受信
モジュール１３０１によって受信されたサービス要求メッセージが前記呼び出し応答メッ
セージであることを判断し、且つ当該状況を送信モジュール１３０３に通知することに用
いられる。送信モジュール１３０３は、判断モジュール１３０２に接続され、判断モジュ
ール１３０３の通知に応じて、初期ユーザ装置メッセージを移動管理エンティティに送信
し、且つ初期ユーザ装置メッセージでサービス要求メッセージが有効であることを通知す
ることに用いられる。
【００４６】
　図１４は、本発明の実施形態に係る状態遷移装置の好ましい構造ブロック図である。図
１４に示すように、当該送信モジュール１３０３は、第１キャリアサブモジュール１０４
１と第２キャリアサブモジュール１４０２を含む。以下、前記構造を詳細に説明する。
　第１キャリアサブモジュール１４０１は、理由値とするデータ又はシグナル（当該理由
値が端末から送信されたデータ又はシグナルを表す）を初期ユーザ装置メッセージにキャ
リアすることに用いられる。第２キャリアサブモジュール１４０２は、サービス要求メッ
セージが無線側ネットワーク要素に対する呼び出しの応答メッセージであることを表す理
由値を初期ユーザ装置メッセージにキャリアすることに用いられる。
【００４７】
　つまり、本発明の上記実施形態によれば、移動管理エンティティが正確に判断して対応
する論理処理を行うことができない課題を解決し、さらにモバイル通信システムの処理効
率を向上させるために、無線側ネットワーク要素がサービス要求メッセージを受信した後
、サービス要求メッセージが呼び出し応答メッセージであることを判断し、且つ初期ユー
ザ装置メッセージを移動管理エンティティに送信し、且つ初期ユーザ装置メッセージでサ
ービス要求メッセージが有効であることを通知する、状態遷移方法及び装置が提供される
。
　明らかに、本分野の当業者が了解すべきなのは、上記本発明の各モジュール又は各ステ
ップが汎用の計算装置で実現できて、それらが単一の計算装置に集中してもいい、或いは
複数の計算する装置で組み立てるネットワークに配布されてもいい、選択的に、それらが
、計算装置で実行可能のプログラムコードで実現できて、だから、それらを記憶装置に記
憶され計算装置で実行してもいい、或いは、それらをそれぞれ各集積回路モジュールを作
成してもいい、それらの中に複数のモジュール又はステップを単一の集積回路モジュール
を作成して実現してもいい。そうしたら、本発明がいかなる特定されたハードウェアとソ
フトウェアの組み合わせに制限されない。
　以上は、本発明の好ましい実施形態に過ぎなく、本発明を制限せず、本分野の当業者に
対して、本発明が各種類の変更と変化がある。本発明の主旨精神と原則以内に、いかなる
改修、同等入れ替わり、改良等が、本発明の保護範囲以内に含まれるべきである。
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